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  可能ならば最新版のOSと現行データベースの最新版Accessへ移行。
また、新たにデータベースを作り直す場合と移行の場合のコスト比較。
新規の場合、Accessではなく、汎用のSQLベースのサーバを置き、Webブラウザ
　　等で入出力業務が行えるような新たなアプローチのソリューション

求められる施策：
情報活用力を強化して、業務プロセスの最適化を計る
リアルタイムなデータ情報の一元管理及び共有化できる仕組み
いち早く状況変化を察知し、判断を行うことができるシステム環境作り

求められる期待効果：
業務の最適化、スムーズな業務間の連携　⇒　少数精鋭、Low cost operation
経営上の意思決定への迅速化と共有化　 ⇒　変化対応
情報の精度向上と可視化　　　　　　　⇒　データの整合性
業務の属人化の排除　　　　　　　　　⇒　simple is best、標準、統一、簡単～

今回対象となるもの：
第一段階として現行システムの整備
新基幹システムのベースを計画

依頼の内容：新基幹システムのベース構築
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業務の最適化/効率化
スムーズな部門間連携 業務の属人化の排除

【施策】ERPに実装されている
標準化された業務をベースとした
業務プロセス・ルールを再構築

【期待効果】

【施策】ERPによる
リアルタイム情報の
一元管理化・共有

販売の
可視化
販売の
可視化

請求書

新基幹システムイメージ
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基幹となる主なシステム機能

• 調達依頼の登録及び管理（依頼残管理）
• 購買発注の登録及び管理（発注残管理）
• 品目（資材、商品、設備等）の台帳管理
• 仕入先、得意先の顧客管理
• 倉庫の商品管理及び在庫管理（在庫の見える化）
• 受注～出荷までの情報管理
• 受注時の在庫引当、受注登録（受注管理）
• 倉庫間での在庫移動データの管理（積送管理）
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Offce365で開発 　Webサーバー構築 Access2013へ移行 Access2003へ移行

開発費用
データの移行は発生する
がWebサーバー構築よ
りは安価である

Webサーバー構築費用
とプログラム開発に工数
とスキルが必要でありそ
の分費用もかかる

移行費用はやってみな
いとわからない
が、Access2003以上
かかる

移行費用は不具合が多
発するのでやってみな
いとわからない

開発期間
移行より開発期間はかか
るが、開発しやすいので
Webサーバー構築より
短くなる

Webサーバー構築期間
とプログラム開発に工数
が必要なので時間がかか
る

移行期間はやってみな
いとわからない
が、Access2003以上
で Try and Errorが予
想される

移行期間は不具合が多
発するのでやってみな
いとわからない

　運用コスト
Office365導入により運
用コストが軽減できる

Webサーバーの監視が
必要となるので外部に依
頼する場合、保守費用が
発生する

最新版OSの導入が必
要となる 現状どうりだが、サ

ポート終了時に同じ問
題が発生する

システム運用
操作性

電話及びメールで無償対
応のサポート

Webサーバーとデータ
ベースの監視スキルが必
要となる

データの整合性がとれ
ていないことがある

データの整合性がとれ
ていないことがある

十数年来の使い慣れた環
境である

Accessのような操作性
はコストがかかるので無
理である

十数年来の使い慣れた
環境である。

十数年来の使い慣れた
環境である。

拡張性
Office365の範囲内でし
か拡張できないがOffice
最新版が使える

Webサーバー上にマルチ
サイト、各種サーバー等
が構築できる

Accessデータベースの
範囲内でしか拡張でき
ない。

Access２００３が、
２０１４年４月でサ
ポート終了となる。

データ
ベース

Accessアプリのバック
エンドデータベースが
SQL Serverとしてアク
セスできるようになる

Postgres, MySQL等の
フリーデータベースが利
用でき、レスポンス及び
負荷に対応できる

レコード件数が多いと
負荷が大きくなる
Weｂ対応できない

レコード件数が多いと
負荷が大きくなる
Weｂ対応できない

Web対応 Webアプリで開発すれ
ばブラウザからも入力で
きる

Web上にサーバー構築
できるのでブラウザから
アクセスできる

LANで繋がったパソコ
ンでしか操作できない

LANで繋がったパソ
コンでしか操作できな
い

第
一

段
階

ソリューション検討 第二
段階
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社内LAN環境

ソリューション環境検討

バックエンドDB
Access95

WindowsXP(32,64)

フロントエンドDB
Access95

WindowsXP(32,64)

社内LAN環境

バックエンドDB
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

フロントエンドDB
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

Web環境

バックエンドDB
SQL Server Azure
クラウド(Office365)

フロントエンドDB
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

Web環境

バックエンドDB
MySQL,Postgres
Linux(CentOS6)

フロントエンドDB
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

Web環境

バックエンドDB
MySQL,Postgres
Linux(CentOS6)

フロントエンド
Webアプリ

Windows8,MAC

Connector/ODBC
(X86-32bit Unicode driver)

SQL Server Native Client
(X86 Version)
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社内LAN環境

ソリューション環境検討

サーバー側
Access95(32bit)

WindowsXP(32bit)

クライアント側
Access95(32bit)

WindowsXP(32bit)

社内LAN環境

サーバー側
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

クライアント側
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

クラウド側
SQL Server Azure

Windows Azure(utf8)

クライアント側
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

VPSサーバー側
MySQL,Postgres(utf8/64bit)

Linux(utf8/64bit)

クライアント側
Access2013(32bit)
Windows8(64bit)

VPSサーバー側
MySQL,Postgres(utf8/64bit)

Linux(utf8/64bit)

クライアント側
Webアプリ

Windows8/MAC

Connector/ODBC

(X86-32bit Unicode driver)

ODBC
SQL Server Native Client

(X64 Version)

Tomcat/Jboss
php/java
objectC

クライアント側
Accdb Backup
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Office2003のサポート終了=> 2014年 4月 8日
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参考：自社運用とOffice365導入コスト比較

オンプレミス環境の場合電気代や管理費用、サーバーを設置する場所代など目には見え
づらいコストも上乗せされます。図の特徴として一時的に出る費用がずば抜けて高いか、
契約中は他のクラウドサービス同様に一定のコストが計上されるかの違いが一目で分か
ります。また、よく話題に上がることですが、オンプレミスの場合は資産となり、減価
償却計算なども必要となってきます。そのため、必要なだけ契約して社内にモノが存在し
ないクラウドサービスは、経費としてのみ考えることになる

Office 365導入はIT管理者の仕事を削減します。IT管理者から見た場合

１）利用者に応じたサーバーのサイジング計画やサーバーリプレース計画や作業が不要。
２）サーバー自体のメンテナンス不要
３）各サービスのバックアップ不要
４）Office製品のライセンス管理不要
５）高品質のサービスリクエストが利用可能
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Office365料金全プラン
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Office365料金プラン
Office 365は利用料金さえ支払えばメール並びに電話でのテクニカルサ
ポートを得られます。追加費用は発生しません。このテクニカルサポー
トは何件利用しても無償であるため、IT管理者にとって非常に心強い味
方となるでしょう。
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管理者ダッシュボード
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Webサイト ホームページ
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ビジネスにおける位置づけ
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参考：ERPパッケージの選定
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ADempiere 　SAP Oracle JDE 国産業務別パッケージ カスタム開発

経営状況の迅速な
把握と開示

リアルタイムにデータが反
映される（バッチ処理も
可能）

リアルタイム性はSAPに比
して弱い

リアルタイム性はSAPに
比して弱い

リアルタイム性を確保
するためのシステム設
計は非常に困難

共通化・標準化された
業務・システム基盤

基本機能は提供されている
が、業務標準化にはテンプ
レートが必要

基本機能は提供されている
が、業務標準化にはテンプ
レートが必要

ベースが異なる個別パッ
ケージの組合せのため共
通化の面で弱い

全社基幹業務を一から
設計し構築することは
非常に困難

データの一元管理

データ正規化が優れており
、1Fact-1Placeが高度に
実現されている

モジュール間がバッチ連携
のため、明細調査力はSAP
に比して弱い

ベースが異なる個別パッ
ケージの組合せが多く一
元管理力は弱い

データ一元性を確保す
るためのシステム設計
は非常に困難

システム運用
上段：内部運用
下段：外部運用

内部構造が分かりにくい
ため習熟には時間を要す
る

内部構造はSAPに比して習
熟しやすい

内部構造非公開が多い 設計・開発者を継続し
て維持することは困難

外部技術者は非常に多く
アウトソースしやすい

外部技術者の安定確保に
は懸念

提供元などの特定ベンダ
依存となる

あくまで自社運用者と
しての確保が必要

開発期間・コスト

全てを置換えようとせず、
ERPが適合する領域にはめ
込むことで期間・コストは
大幅に圧縮可

SAPよりも機能が簡易なた
め、少ない開発要員でデ
リバリ可能なケースが多い

単純かつ小規模むけなら
ば短期で安価、
大規模には向かない

段階的開発となるため
、長期かつ高価になる
傾向強い

海外展開

多言語・多通貨対応 多言語・多通貨対応 個別パッケージの組合せ
が多いため、完全対応と
はいえない

システム設計・開発の
負荷は大きい

法改正対応

法改正対応を都度自社で
保守することは非常に負
荷が大きい

法改正への対応力はSAPに
比して劣る場合もあり

国内向け対応はSAPと同
等だが海外要件対応力が
不足

法改正対応を都度自社
で保守することは非常
に負荷が大きい

今
回

推
奨
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Linux 
CentOS6.2

Windows 
Server2012

Web
サーバー構築
お名前.com
VPSプラン
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